
北海道市町村⼊札参加資格共同審査申請

令和７・８年度　申請者向けシステム操作説明会

北海道発注３部への申請編

　　⼀般財団法⼈　北海道建設技術センター



https://www.hoctec.info/kyoshin/

申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・システムの入り口は共同審査ポータルサイトにあります。

・ログインＩＤとパスワードを取得されていない方は左側

（オレンジ色）のボタンから新規登録を行ってください。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

ログインＩＤ・パスワードをお忘れの方は↓↓↓をご確認ください。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・ログインすると初期画面では「お知らせ一覧」が表示さ

れています。

・お知らせをクリックすると内容を表示することができま

す。

・「共同審査の手引き」「マニュアル」「様式集」のボタンは

共同審査ポータルサイトとリンクしており、資料のダウン

ロード場所にジャンプすることができます。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・「利用者情報更新」から利用者情報や代理人情報を変

更・修正することができます。

※メールアドレスの変更も可能ですが、誤ったメールアド

レスを入力すると、共同審査システムからのメールが届

かなくなりますので、ご注意ください。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・北海道発注３部への申請は左側帯の「申請（北海道発注

３部）」をクリックしてください。クリックすると、北海道発

注３部に対して申請可能なメニューが表示されています。

・「令和7・8年度 北海道発注３部 定期申請」の申請ボタ

ンを押してください。

※令和7・8年度の申請はまだシステムに実装されてい

ません。12月10日9：00以降にログインすると表示さ

れます。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・最初は「基本的な情報」の資格審査申請書付票のみが表

示されています。

・登録ボタンを押して、付票入力へと進みます。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・住所や代表者の氏名など、基本的な情報は利用登録時

の入力内容が引き継がれていますので、再度入力する必

要はありません。

資格審査申請書付票の入力項目や並び順は従来のＥＸＣＥＬの付票と同じです。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・道内に所在する本店・支店・営業所等別に配置する技術

職員（有資格者）の人数を記入してください。本店が道外

の場合、主たる営業所の技術職員数は「０」を入力してく

ださい。

・道内に所在する支店・営業所等について、名称、所在地、

郵便番号、電話番号をそれぞれ記入してください。（道外

の支店等は記入しないでください）

※最大10か所まで
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・道内における舗装プラントの所在地を３箇所まで記入し

てください。

・他社と共有するプラントを有する場合も記入してくださ

い。

・鋼橋上部の製作工場を有する場合は、所在地が道内・道

外にかかわらず、２箇所まで記入してください。

・資格審査申請書付票は一次保存が可能です。

・付票の入力途中で作業を中断する場合は一時保存ボタ

ンを押してください。

・システムを閉じる（終了）するときは、×ボタンではなく、

ログアウトボタンを押してください。

←システムを終了するときは、必ずログアウトボタンで終了

してください。×ボタンで閉じると、１時間程度ログインでき

なくなります。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・経営事項審査の情報（建設業許可、Ｐ点、完成工事高）は

自動取得しているため、申請者による修正は出来ません。

システムで表示されている経審の情報と、お手持ちの経

審通知書の内容が異なる場合は、建設技術センターまで

ご連絡ください。

・経営事項審査を受けている業種ごとに、許可を受けて

からの年数（許可を更新した場合は、更新してからの年

数）をプルダウンで選択してください。

・建設工事部門にかかわらず、審査基基準日現在におい

て常時雇用されている人数を入力してください（代表権

を有する者を除いた職員数）。

・プルダウンメニューから選択してください。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・営業所情報で入力した各営業所の技術職員の人数が自

動集計されます。

・道内の技術職員（その他）欄は、審査基準日現在におい

て常時雇用されている、道内の本店、支店、営業所等に

勤務する、資格を有していない技術職員の人数を入力し

てください。

・道外の欄には、審査基準日現在における道外の本店、支

店、営業所等に勤務する技術職員の人数（資格の有無は

問いません。）を記入してください。また、内技術士の欄

は、道外の技術職員のうち技術士の資格を有する方の人

数を記入してください。

・技術職員数には役員を含みます。

・該当のない欄は「０」を入力してください。

・建設業許可の情報（許可番号、許可年月日）は自動取得

しているため、申請者による修正は出来ません。システム

で表示されている建設業許可の情報と、お手持ちの建設

業通知書の内容が異なる場合は、建設技術センターまで

ご連絡ください。

・その他の許可・登録の番号及び登録年月日（開始日）は、

現在有している許可・登録通知等により入力してくださ

い。

・測量を希望する場合は測量業者登録の入力が必須です。

・建築設計を希望する場合は建築士事務所登録の入力が

必須です。

・退職金共済に加入している場合は、該当する共済の「加

入済」にチェックを付けてください。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・希望する資格にチェックを付けてください。

・建設工事においては対応する建設業の許可の完成工事

高が「無」の場合は資格を希望することができません。

（経審情報と連動しており、完成工事高が有りの工種の

みチェックを付けることが可能です。）

・希望工種にチェックを付けると営業年数の入力欄が出

現します。

・「営業年数」欄には、審査基準日の前日まで通算した年

数（１年に満たない端数は切り捨てる。）を入力してくださ

い。

・希望する資格にチェックを付けてください。

・希望工種にチェックを付けると完成事業高と営業年数

の入力欄が出現します。

・「営業年数」欄には、審査基準日の前日まで通算した年

数（１年に満たない端数は切り捨てる。）を入力してくださ

い。

・測量及び建築設計の建築士事務所については、登録年

数を記入してください。

・審査基準日直前の決算期の完成事業高（単位：千円、税

抜き）を入力してください。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・希望する資格の種類ごとに、契約履行可能な地域を所

管する主な発注機関欄にチェックを付けてください。

・一括選択が可能です。（全て、縦一列、横一列）

・機器の保有の有無についてプルダウンメニューから選

択してください。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・審査基準日現在における道内の本店、支店、営業所等に

勤務する職員が有する資格ごとの人数を入力してくださ

い。

・同一人物が２つ以上の資格を有している場合は、それぞ

れの資格別に人数を入力してください。

・同一の資格で複数の等級を有している場合は上位等級

でカウントしてください。（1級と2級を有している場合は

1級）

・資格者には道内に勤務する役員を含みます。

・監理技術者資格者証保有者とは、監理技術者資格者証

の交付を受けている者をいいます。

なお、入力にあたっては、指定建設業のうち、土木工事、

舗装工事、鋼構造物工事、建築工事、電気工事、管工事に

関する資格者証を保有する人数となります。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・各種登録を受けている場合は、該当部門にチェックを付

けてください。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・各種保険について該当する加入状況をプルダウンから

選択してください。

・令和５年1月1日以降に合併又は事業譲渡を行い、建設

工事・設計等の資格を有する者の事業の移転を受けた会

社で、格付け評定数値の調整を希望する方は、評定数値

の調整の「希望する」にチェックを付けてください。

・特定関係の有無にチェックを付けると業態調書の入力

欄が出現します。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・特定関係（資本・人的関係）に該当する企業がある申請

者は特定関係の有無で有りにチェックを付けて業態調書

を入力してください。該当がない場合は業態調書の入力

は不要です。（チェックを外してください）

17



申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

【新規項目】

・北海道との契約について、電子契約サービスを利用して

行うことを希望する事業者の方は、下の「希望する」に

チェックを付けて「契約締結権限者」と「契約担当者」の氏

名、メールアドレスを入力してください。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・資格申請書付票の入力内容に応じて、必要な書類の添

付欄が出現します。

・例えば書類イは設計等を希望する場合に必要な書類と

なりますので、建設工事のみ希望する場合には添付欄が

出現しません。

・必須欄が「◎」のものは入力・書類添付が必須のもので

す。

・「◎」の無い箇所は、該当する方のみ入力してください。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・付票以外はＰＤＦ添付のみとなります。

・提出が必要な書類の登録ボタンを押し、注意事項やヒン

ト画像をご確認のうえ、提出書類のＰＤＦファイルを添付

してください。

・ヒント画像はクリックすると拡大します。

・添付ボタンの横に添付可能なファイルサイズの上限が

記載されていますので、ＰＤＦを作成する際には、表示サ

イズ以下となるようにしてくだい。

・ＰＤＦを作成する際には、書類の名称をファイル名にし

ておくと、添付間違いがなく、スムーズに申請できます。

ＰＤＦファイルの名称の例
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・入力（添付）が終わった個所は状態が「入力済」に変わり

ます。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・技術・社会的要素のタブに切り替えると、技術・社会的

要素の各項目の添付メニューが表示されます。

・格付対象工事（一般土木、農業土木、水産土木、森林土

木、舗装、建築、電気、管）を希望される方で、技術・社会

的要素の審査項目に該当される方は証明する書類等を

添付してください。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

↑必須箇所が未入力状態だとエラーとなります。

・すべての入力が終わりましたら「申請確認へ」のボタン

を押してください。

・入力漏れ等がある場合はエラーとなります。
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・申請確認書ダウンロードボタンを押すと、ＥＸＣＥＬ形式

の付票をダウンロードすることができます。

・各種誓約、同意にチェックを付けてください。（同意・誓

約いただけない場合は申請することはできません）

・暴力団排除の誓約書は「誓約書の内容を表示」ボタンを

押して内容を確認しないとチェックを付けることができ

ません。

←表示して内容をご確認ください。
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申請者向け説明会 北海道発注３部への申請編 一般財団法人 北海道建設技術センター

・以上で申請書の入力が完了となります。

・このあと形式審査が行われ、入力内容や添付書類が問

題なければ「受理」メールが通知されます。

・入力内容や添付書類に不備がある場合は、修正が必要

な箇所等を記載した「不受理」メールが通知されますので、

共同審査システムにログインし、メールに記載された箇所

をご修正のうえ、再申請を行ってください。

・申請件数の混み具合によっては審査までに数日を要す

る場合がありますので、ご了承ください。
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